






















































政策に関与する意味あいもあっただろうが、ヘーゲルの「芸術の哲学」の基盤とな 感性的な〈事実〉的印象こそがもっとも生きた成果であったにちがいない。「本物」を観るこうした体験抜きには、美的なものの概念を真に迫って構築することはほぼ不可能である。というよりも そもそもが、その言説に信頼が置けない、と わ ければならない。物見高い人は、紛い物しか見てい 者の美術批評などガベージとしかみなさない。であればこそ、ヘーゲルは、背伸びしたというべきか、あるいは趣味が嵩じたというべきか 蝶のようにひらひらとヨーロッパにある美 蜜を味わいに耽った。とはいえ、日常は、しがない田舎のベルリンである。ベルリン





の議論からあてずっぽうで推測するのではなく──「これ」といった感性に即した方法で指摘することが学問的に求めら ているであろう。いうまでもなく、その情報は、 「本物」ではないのだが、高精度の疑似性と即時のアクセス可能性を具えている点で、よりヘーゲルの感性に近いものを獲得でき こと請けあいであ 。
とはいえ、そのヴァーチャルな情報をヘーゲルが接したものと
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図 1a　“Die Sixtinische Madonna”
Raffael（1483-15（0）（第 3 巻 I）



































































































































































































































































































































































































































図 （b　“Die Madonna des heiligen Georg”










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































およびその画家の同定の問題である。これは 作品が今日まで維持されていれば、簡単に済みそうに思え 意外にそうではない。というのも、その画集で示された 家や作品名などが今日の理解とずれていることがたびたびあるからである。
画家名の綴りが違うなどは序の口であって（とはいえ素人には




































































集の編集者ハイネケンが編纂した一七七一年刊の次のカタログでは、この銅版画 が、第一巻一七五三年刊、第二巻 五七年刊として紹介され そ第三巻の案内がなされ い
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s 557（-（ ） 。刊行年が一七五七年と記されている由。
版型は、
Supergroß
folio である。いずれも、実物未見。
（
10（）注 （
3） 参照。
（
103）二〇一七年三月に、銅版画室に所蔵さ た第一巻を実見した。ただし、受入年不詳。
